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論文内容の要約 

 近年，大学から職業社会への移行の困難さが社会的関心を集めており，就職活動を開始

せず，進路未決定を常態化する大学生の存在が指摘されている。これまでの大学生におけ

る進路意思決定研究では，進路として就職を考えているが進路意思決定が困難な学生にば

かり焦点があてられ，就職することに無関心な学生や忌避的な学生といった就職志向でな

い学生には焦点があてられてこなかった。そこで本論文では，就職志向でない大学生の進

路意思決定遅延メカニズムを解明することを目的とした。 

第 1章 本論文の問題と目的 

 第 1章では，大学から職業社会への移行が困難な現状をふまえつつ，進路選択行動研究，

「働くこと」に対する認知表象研究，進路意思決定に影響を及ぼす社会的環境研究を概観

した。その上で，準備段階の進路探索行動や個人差要因，社会的環境を規定要因とし，就

職イメージを媒介して，大学生の進路意思決定の遅延を予測する仮説モデルを構成した。 

第 2章 就職イメージ尺度の作成 

 第 2章では，進路意思決定遅延モデルの中心概念である就職イメージの構造を大学生の

視点から明らかにし，就職イメージ尺度を作成することが目的であった。そこで社会人と

の比較調査から大学生の就職イメージを明らかにした上で（研究 1），就職イメージ尺度（5

件法版）を作成し，信頼性と妥当性の検討を行った（研究 2）。次に就職イメージ尺度（5

件法版）を 7件法版に拡張し，信頼性の検討を行うとともに（研究 3・4），「就職しないこ

と」イメージや進路未決定との関連から構成概念妥当性（研究 3）および，因子的妥当性と

就業動機との関連性から収束的妥当性を確認した（研究 4）。 

第 3章 就職イメージが進路意思決定の遅延に及ぼす影響 

 第 3章では，就職イメージが大学生の進路意思決定の遅延に及ぼす影響を検討すること

が目的であった。その際，進路意思決定に関わる適応指標と行動指標を取り上げた。まず，

適応指標としては進路未決定と充実感を取り上げ（研究 5），行動指標としては，就職活動

プロセスのエントリー活動，および初期活動に注目し（研究 6・7），それぞれ就職イメージ

との関連性を検討した。また，進路選択の準備段階であるキャリア探索が，就職イメージ

を媒介してネガティブなキャリアセンターイメージに及ぼす影響を明らかにした（研究 8）。

その結果，就職イメージの制度的・希望的・自立的イメージは進路意思決定を促し，拘束

的イメージは進路意思決定を遅延に導くことが示された。 



第 4章 社会階層・家族関係が就職イメージ形成に及ぼす影響 

 第 4章では，就職イメージの形成要因である社会的環境の中でも社会階層と家族関係を

取り上げ，就職イメージ形成に及ぼす影響を検討した。社会階層についてはキャリアモデ

ル・ネットワークと就職イメージとの関連性（研究 9），および，文化階層が家族システム

の機能状態を媒介して就職イメージに及ぼす影響を検討した（研究 10）。さらに家族関係に

ついては親子関係に注目し，親への愛着が就職イメージ形成に及ぼす影響を検討した（研

究 11）。その結果，社会階層は就職イメージに直接的な影響を及ぼさず，機能不全の家族シ

ステムや親への不安定な愛着が，進路意思決定を遅延に導く就職イメージの形成に寄与す

ることが示された。 

第 5章 友人ネットワークが就職イメージ形成に及ぼす影響 

 第 5章では，就職イメージの形成要因である社会的環境の中でも友人ネットワークを取

り上げ，就職イメージ形成に及ぼす影響を検討した。そこで，家族関係と親しい友人グル

ープとの関係，および，大学生が所属する社会的ネットワークの構造（研究 12）と，友人

ネットワーク構造（研究 13）を取り上げ，就職イメージとの関連性を検討した。その結果，

良好な家族関係にあっても，道具的でない限定型の友人ネットワークが進路意思決定を遅

延に導く就職イメージの形成に寄与することが示された。 

第 6章 就職イメージを規定する個人差要因 

 第 6章では，限定的な友人ネットワークを築き，進路意思決定を遅延させる就職イメー

ジを形成する個人差要因を明らかにすることを目的とした。まず，限定的な友人ネットワ

ークを築く者の特徴である仮想的有能感に焦点をあて発達的観点から時間的展望を検討し

（研究 14），さらに小集団閉鎖性に焦点をあて不快情動回避心性が小集団閉鎖性を媒介して

ネガティブな就職イメージ形成に及ぼす影響を検討した（研究 15）。その結果，進路意思決

定を遅延に導く就職イメージを形成する者は，肯定的な時間的展望を抱くことが困難であ

り，不快情動回避心性が高いため，低い自己評価を最低限維持するために，他者を軽視し

限定的な友人ネットワークを築くことが示された。 

第 7章 本論文の総括と今後の展望 

 第 7章では，本論文で得られた研究知見をもとに，第 1章で構成された大学生の進路意

思決定遅延モデルを再構成した。その上で，本論文の意義を述べ，今後のキャリア教育・

支援の提言を行った。大学生の進路意思決定遅延モデルは，本論文で検証された研究知見

により概ね支持され，これまで検討が不十分であった就職志向でない学生において，彼ら

の社会的環境をふまえつつ，進路意思決定を遅延し進路未決定を常態化するメカニズムを

明らかにできたことは本研究の意義といえる。その上で，就職志向の学生に有効とされる

現行のキャリア教育・支援が，就職志向でない学生に対して十分な効果を発揮していない

ことを指摘し，本モデルに合わせたキャリア教育・支援の提言を行った。 

以上  


